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イよじめに

「昆虫採集禁止論」と言 うのがある。背景として,生物愛護精神の養成 と自然保護の視点から

昆虫採集禁上が問われている。道徳的観点から,生命を奪 う行為は悪であり,昆虫を含めて生き

物を殺すことを行 うべきではない。必要であれば,殺 さずに観察すれば十分に事足 りるというの

が骨子である。また,今 日の環境論では,生態系保全の観点から環境を破壊する行為となる昆虫

採集の禁止が問われると主張する。

教育論への応答

家でも,学校でも虫を採つてはいけないと荻える。「観察」だけにしなさいと言 う。そしてさ

らに生き物の命を大切にしなさいと言 う。ただし,害虫であるゴキブリや力はいくら殺 しても良

いらしい。今 日,野外に出て虫を追 う子供達の姿は以前に増して少なくなった。昆虫少年は今や

絶滅危惧種 らしい。

昆虫採集には,自 ら探 し,虫 に触れると言 う自発性がある。そして,そ のような実体験の有無

が生命に対する理解に決定的な差を生むと考えている。生き物に触れることなく,せいぜい遠く

から観察しているのみでは,そ もそも生き物に興味を持つようにはならない。それゆえ,生命に

対 して掘り下げて行 くこともないであろう。

生命尊重を理解 させるために,昆虫採集の禁上を解く教育論は,む しろ人格形成に逆の結果を

もたらすことを危惧する。社会の中で立ち振る舞 う健全な精神の発達にも関わつて来よう.生き

物に触れて,初めて生き物の感覚が分かるのだ。もし生き物に触れず,興味の対象外として子供

が育てば,その欠落分部はやがて虫から人に向けられるようになる。他者の痛みを感 じ取れるこ

ともなく,加減の仕方すら分からなくなる.虫 を採 り,虫 に親 しむからこそ,やがて生命へ共感

が生まれて来るだろう。

昆虫類は,飼育を行いやすく,生態観察や行動研究も大変面白い。これ らの知識は貴重である

し,学校教育の場においても有効なものであろう。しかし,昆虫を探 し,捕え,持ち帰り,標本

にすることによつて得られるものは,昆虫標本だけではないし,観察のみによつて得 られる知識

とは別の実体験であることに留意すべきである。「生きているもの」,裏返せば「死ぬもの」をリ

アルに感 じ取ることで,多 くの価値ある物を得ることになる.も ちろん,単純に生き物を殺すこ

とを目的とすることを勧めるべきではない。私達が通常,生き物を殺す時は,自 らが生きるため

である。ヒトは生態学的な消費者であり,生物界最強かつ屈指の雑食生物である。ヒトは植物で

あれ動物であれ,他の生物を捕えて食わなければ生命を維持できない宿命を背負つている。その

宿命故,なおさら無益な殺生を禁 じようともする,昆虫採集は無益な殺生では無く,生命を理解

し,私達がより良く生きて行くために必要な行為であることを主張する。人は生きるために生命

を消費せねばならないことを理解すべきである。そのためにも,生命を実体験 してほしい。命は

単純ものではない。我々の世界には,同 じ魚であっても食糧としての魚もあれば,大切なペント

としての魚もあつて良いのだ .

3



その他,昆虫採集は科学への理解を促すであろう.科学的な側面から見ると,昆虫類の研究や

調査を行 う際に,採集 した個体を標本にして保存する必要が生じて来る。標本は,存在の証拠で

ある。同時に研究によつて,標本からさまざまな情報を引き出すことが出来る.さ らに,標本を

蓄積 して行 くことは,分類研究のみならず,さ まざまな生物研究を進め,地域の生物相を理解 し

て行 くためにも重要である。科学研究でなくても良い。自然物の見事な形態や色彩は驚きである。

このようなさまざなものが身の回りに,大きく言えば地球上に存在することの驚きや感情は,数

値で表すことのできない貴重な体験である。

環境保護論への応答

悪化 した環境の中で,貴重な自然に目を向け保護 して行く機運が続いている.そ のような中で ,

自然を保護するために虫を採るなと言われる。ここにおいても実体験の重要性を主張する。繰 り

返すが,直接的に昆虫を探 し,捕え,さ らに標本し,いろいろと調べる体験こそが生物そのもの

や生物が生活 している環境を理解する最短距離である。子供の場合,も し採集により,直接に生

物を触れることがなければ,そもそも生物に対する興味は沸かず,周 りの環境がさまざまな関わ

りを持つて存在することも分らずに育って行 くだろう。そのため,生態系保全の重要さを理解す

ることは出来ないであろう。生命の尊さ,自 然の巧みさを体で感 じることが自然保護の思想の上

台となるはずである。人は知ることによつて初めて愛護の気持ちが芽生える.深 く知れば知るほ

ど,その対象に対する愛護の心も深まる。これはかけがえのなさを,実感として理解できて来る

ということである。

野外で虫を探すには,いろいろと工夫を凝らさねばならない。目的の虫のいる環境を知 り,虫

の習性を理解 して行く,同 時に周 りに潜むさまざまな危険を回避する知識や経験も備わつて来る

昆虫採集はただ虫を採るのではない。知識や経験,時にはカンをも総動員 して虫を探し,採る。

標本にすれば,その後,自 分の日で幾度も良く見るし,図鑑や文献でその虫を調べる。科学的思

考を持つ第一歩になる。いずれにせよ,昆虫を採集 して標本にして良いし,採集 して飼育に取り

組んでも良い。

ちなみに人が虫を採る程度で,昆虫は減 らない.ホ乳類や鳥類はそうでもないが,昆虫は圧倒

的に高い増殖率を持つ。昆虫側から見れば,捕虫網を持つ人間は,発見能力,捕獲能力の最低に

位置する最も無能な天敵である。一羽のシジュカラが 1日 に捕る昆虫の数は,私が 1年をかけて

採集する昆虫数を軽く越える。生,急環境を著しく減ずる開発行為こそが,昆虫類を含め多くの動

物を絶滅の危機に追いやつている主要因である。

昆虫の世界に入 り込んだ人物は,やがて自然保護や動物愛護に心を向けるはずだ。しかも,こ

れ らは上から押し付けられたものではない。自ら理解 し,納得 し,自 発的に形成されるものであ

り,これこそが精神であるはずだ。
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昆虫から世界ヘ

子供の好奇心は,そ の対象が人工物であれ自然であれ眺めるだけでは飽き足らない。追いつめ ,

手で触れ,そ して自分のものにしようとする。このような自然への接 し方を `人間本位 'だ とす

る批判もある。しかし子供の反応は大人の理性を越え,野生的で正直である。子供は本能的に生

きようとしている。もし,好奇心を抑えると,対象から興味を失い自然への親 しみや大切にした

いと感 じる心も失われる。やがて,自 然というものが存在することにすら無関心になってしまう。

子供は遊びの中で昆虫を中心に多くの生命を犠牲にする。しかし,そ のような遊びの中で,本や

テ レビ,パ ソコン画像を通 して接する自然とは全く異なる感性で生物と接 していたに違いない。

昆虫達は子供のまわりに棲み,生 と死と驚きと悲 しみを感 じさせる。驚きも悲しみも身近にある。

このような風景と自然がヒトを作つて行 く.自 然が最後まで生き抜こうとすることを望むように,

生きようとする子供に,大人こそが少しでも手助けするべきであろう。

さまざまな研究分野の少なからずの研究者が,幼少時に昆虫採集を体験 している。その時の体

験がその後の人間形成の核の一つとなっていよう。科学者にならなくとも,昆虫採集の原体験が

有ることで有意義な人生を楽しんでいる人は多い。昆虫を介 して自然に直接触れ,親 しむことに

より, さらに周 りに興味が広がって行き,さ まざまな世界を知る喜びが得 られる。

採集 と言 う行為は,まずは博物学の入 り回の扉を開くことである。その意味で子供達の採集に

対する興味を押さえつけるべきではない。入日の博物学から入つた視野はさらに広がり,やがて

地域の社会,伝統,文化 と言つた我々の社会が,各 自の視野で見えてくるはずである。地域の社

会,文化,伝統,歴史を尊重し,我々の多様な文化そのものに理解や価値を見出すようになつて

行 くことが期待できよう。さらには世界への興味も広がり,ひいては自身の生き方を外から見る

ことにつながり,一層豊かな人生が送れるものと期待する。

私が昆虫採集を勧める一番の理由は,そ こを入 り口として,やがては私達が世界のいたるとこ

ろで脈々と生を営んで来た,地域の文化や歴史を反映する,ヒ トと自然をも含めた地域の固有性

の貴重さに気付いてもらえるからである。
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昆虫の採集法と標本作製法

採集法

採集法の概略

野外に出るとさまざまな昆虫に出くわす.素手で捕まえるのが最も初歩的な採集方法であろう

が,少 し用具を使 うだけで採集効率は格段に上がる。まずは,誰でもすぐに始めることができる

必要最低限の基礎的な採集方法を説明したい。続いて,よ り工夫を加えた採集方法を紹介する。

上級編とした特殊環境に生息する昆虫類の探索は, ごく参考程度のものである。

《基礎編》

“服装

昆虫を探す場合,道路から外れて草原や樹林に入つたり,水辺で採集したりすることが多くな

る。そのため,昆 虫採集に行く時には,け がをしないように相応の準備をして出かけるのが良い。

服は皮膚をかくす長そでのシャツ,長ズボンが良いだろう。虫刺されや植物かぶれ,けがを防

ぎ,強い日差しから皮膚を守るためである。熱中症を防ぐために帽子をかぶろう。長く歩く場合

が多いので,靴ずれをしない履きなれたくつを履こう。また,石や草等で手を切らないように軍

手を付けるのも良い。これに捕虫網や虫かご,採集等の採集用具を持つ。その他,タ オル,水筒 ,

筆記具,防虫スプレータ虫刺さされ薬等をリュックサンク入れて携帯すると良い。

採集用具

昆虫採集の初歩的な用具を紹介する。捕虫網と生かして持ち帰るための虫かごが最も基本とな

ろうが,虫かごの中に昆虫をどんどん入れると,中 の昆虫類は翅が破れたり,脚が取れたりして

原型を維持しない。採集後に,標本作製の実施を考えた場合,以下の用具が基本となろう。

・捕虫網

一般的な採集に是非必要なもので,網の部分と,柄の部分から出来ている.網の部分は直径

40‐50 cm,深さは直径の 2倍強のものが使いやすい(図 3).柄は普通 1‐2mの長さだが,高い樹

上に生活する昆虫を採集する場合はつなぎざおを用いる。

一般に,チ ョウや トンボは捕虫網に三角紙,甲 虫やカメムシ類は捕虫網に毒ビンの組み合わせ

による採集となる。

,毒 ビン儀 管・毒つ1譲)

甲虫やカメムシ等を採集 し,持ち帰るためのもので,ふたを持つ管に,底に殺虫剤をしみ込ま

せた脱脂綿を入れたものである(図 5‐b).複数持ち歩くのが良い。大型の昆虫用には直径 8‐ 10 cm

ほどの大型の毒つばを用いる。殺虫薬は安全で使いやすい酢酸エチルが最も良いが,ない場合は
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アルコールかアンモニアで代用すると良い。薬の容器やインスタン トコーヒーの瓶等で代用でき

るが,ガラス製の容器は落とすと割れてしまうのであまり勧めない。

・三角缶および三角紙

チョウやガ, トンボ,カゲロウ,カ ワグラ等の翅の発達 した昆虫類は,採集 した後,三角紙に

くるんで持ち帰る。三角紙は三角缶に入れる。三角紙へ入れるのは,これ らの昆虫の翅の表面を

傷つけず,特にチョウやガでは鱗粉が取れないようにして持ち帰る必要があるからである。その

ため,表面が平滑な紙質のもので作る必要がある。パラフィン紙が最適である。三角缶は三角で

ある必要はなく,簡単なものを自作したい場合,四 角いボール紙製容器の一方を上になるように

し、ひもをつければ出来上がる.

図 1.三角缶 (右)と三角紙 (左).三角紙はここでは小,中,大の 3種類があり,昆虫のサイズに合わせて

使い分ける。

図 2.三角紙の作り方.1)パラフィン紙を長方形に切る(左).2)斜めに折り,三角形にする(中 ).3)

りのはみ出しを折りたたむ (右).
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・ピンセット

直接手ではつまみにくい昆虫を採集する時に用いる。ただし,ほ とんどの昆虫は指でつまめる

ので,刺 し針を持つハチやアオカミキリモ ドキ等の有毒昆虫の採集時や指の入らない樹皮の間に

いる昆虫,指ではつまみにくい小型の昆虫を採集する時等に使 う.先の尖ったもの,平 らなもの

等色々とある。ピンセットは採集中に忘失しやすく,それ故,赤いジボン等を付けておくととも

に,常時 2,3本を用意 しておくと安全である。

基礎的な採集法

昆虫の採集には,出現時期,場所,昆虫の習性を知るなど,昆虫に出会 うための知識や経験が

必要である。昆虫類は直接 目で確認できなくとも,多 くの種が身近に生,自、している。スウィーピ

ング(す くい採 り採集)や ビーティング (たたき網採集)を積極的に行つてみると良い .

。ルッキング(見 つけ採り)

最も一般的な採集方法で,昆虫を目で探 しながら道を歩き,発見した昆虫を採集する.カ ブ ト

ムシやクワガタムシは素手で採れるが,チ ョウや トンボは捕虫網を用いて採集する。地上に止ま

つているチョウは網を素早く上からかぶせて採る。花や葉に止まっているものは,それごとすく

い取るようにして採集する。木の幹に止まっているものは下から上に向かつて網を動かし採集す

る。チョウの場合は網の上から5秒ほど胸部を圧 し,呼吸を止め,その後網から取り出し三角紙

に包み込む.チ ョウやガは翅の鱗粉が剥げやすいので,取 り出す際には胸部を掴み,決して翅を

掴まない。トンボの場合,そのまま網から取り出し,生きている状態で三角紙に包み込む.体の

柔らかなアブやハエは,採集後他の昆虫が入つていない毒管の中に入れ,動かなくなつてから取

り出して三角紙に包み込む ,

七:ょ 。■

図 3.捕虫網を用いての見つけ採り採集_月要に三角缶を装着している
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特にガガンボは脚が取れやす しので,極力虫体に触れないようにして,毒ツボに入れ動かなくな

つたら三角紙に包み,三角缶に入れて持ち帰る。

目視での採集は,各種植物に着 目するほか,枯れ木,倒木,石下等を探す。薪が積み上げられ

ている場所は,甲 虫類等の好採集地である.キ ノコを探せばそれのみに着くキノコムシ等の昆虫

が得られ,糞中,あるいはその下の上中では,珍しい食糞性コガネムシやハネカクシ等が採集で

きる。

・スウィーピング (す くい採り採集)

草原等で捕虫網で植物をさらい,採集する方法である。10回程度左右にさらった後に,網の

中を確認すると良い。甲虫やカメムシ,バ ッタ等多くの昆虫類が採集される。小さい花が密集し

て咲く樹木には多くの昆虫が集まる。これらの花を網ですくい取ると成果が上がる。

・ ビーティング (たたき網採集)

樹上性種や木に登つて来た種を対象とする。木の枝や灌木を叩いて揺らし,下に落ちる昆虫を

道具で受けて採集する方法である.捕虫網を使つて昆虫類を受けても良いが,ビーティングネッ

ト(たたき網)に吸虫管 (後述)を組み合わせると,小型の昆虫を容易に捕 らえることができ,採集

効率が上がる。

ビーティングネットは,四角い布を十文字に組んだ棒で広げたもので,一片の長さが 70‐ 100

cm程度のものが使いやすい。持ち運びに便利な,折 り畳み式の簡易ビーティングネットも作成

可能である(図 8)。 さらには,折 り畳み式の傘でも十分に機能する。

・石起こし,朽ち木崩し,がけ崩し

上中や朽ち木中に生息する昆虫類を採集する方法である。採集道具として,根ほりやシャベル

が必要となる。根掘りは頑丈なものを選ばないとす ぐに使えなくなる。スコンプは,2つ折 り式

や 3つ折 り式の携帯用のものがザックにコンパク トに収まり便利である。

冬季にゴミムシやオサムシ類は,道の切り通 し等に集まって越冬する。そのため,冬季に崖状

となつている場所を崩 して採集を行 う.良い場所に出会 うと,多 くの種や個体を得ることが出来

る。昆虫類の採集は年間を通して可能である。起こした石や崩 した場所は,元に戻しておこう。

《中級編》

採集 目的や昆虫が棲んでいる場所によって,採集する方法や用具が異なつて来る。これらの採

集用具を全て準備すると,どこかに探検に出かけるような重装備 となる。それぞれの目的に沿つ

て, 自分で工夫し,改良して行くと良い。

調査や採集 目的によつて持参する道具は異なつて来ようが,一般的な採集では,登山用のアタ

ック・ザック等に,必要な採集用具を入れて持ち歩くと良いであろう。採集時には,ポケットの
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多い上着や作業用ズボンを用いると便利である。上着は長袖のものを着用 し,靴は底の厚いもの

を履く方が安全であるし,作業もしやすい.人によつては腕カバーやスパンツを着け袖口や足元

からのムシやダニの侵入を防ぐ.それでも長時間の採集を行えば,力や他の吸血性昆虫の餌食に

なるので,多少の事には動 じない鍛錬のつもりでいよう。湿地の調査では長靴の使用が無難であ

る。薄暗い森林の中で採集する時には,ヘ ンドライ トか携帯用の螢光灯のような光源を使用した

方が良い。昼間でも森林の中はかなり暗く,微小種は,補助光源なしでは見落としやすい。一方 ,

炎天下での採集や調査では熱射病に十分留意すべく,調査地域の状況によつて帽子やヘルメント

を携帯したい。

・サンプル管 (ビ ン)

採集 した小型の昆虫を投入するもので,これ らにはあらかじめ 70～ 80%のエチルアルコール

を瓶の半分ほど入れておく(図 5‐a).サイズの異なる 2～ 3種類を用意しておく方が良い.サ ンプ

ル管はズボンのポケットや小物入れに入れ,未使用と使用済みの瓶の入れ場所を決めておくと良

い.土壌動物の採集では,基本的にアルコール入 りのサンプル管を使 う。また,小型の珍しい昆

虫を採集 した場合,毒管に入れずに,別に用意 したサンプル管に入れて持ち帰つた方が良い。

・吸虫管

動きの速い昆虫や小さな昆虫を吸い込んで採集するための道具である。片口式と両国式の二種

類がある(図 5-B,C).ゴム管(ビニール管)を 口にくわえ,ガラス管の先を昆虫に近づけ,虐、を吸

い込むとそれによつて昆虫が管の中に入 り込む。簡便なものとして,適当な長さのガラス管の一

端に,すイロンス トッキングや昆虫採集用の網の小片をあてがい,これをビニール管に押し込む

と簡易吸虫管ができ上がる(図 5-A).こ の吸虫管はアルコールの入つたサンプル管と一緒に使 う。

まず,これで昆虫を吸入 し,サ ンプル管の中へ直接吹き出す。ボールペンのしんを取 り除き,ガ

ラス管がわりにボールペンの本体を使つて簡単に作成することも可能である。

携帯用の電気掃除器を改良した吸虫管 (吸虫機?)も ある(図 6).生かしたまま昆虫を持ち帰る

目的の場合,片 口式吸虫管に大型の試験管 (径 3cm,長 さ 20cm程の大型肉厚の試験管)で 自

作することもできる(図 5-D).昆 虫を採 り終えたら口栓をはず し,試験管の口を脱脂綿等で栓を

する。

・ ビニールシー ト

落葉土層や土塊をこの上でほぐし,土壌中の昆虫を採集 したり,枯れ枝中の昆虫をここへ叩き

落とすために用いる。2枚を携帯し,内 1枚は腰を下ろす時の敷布として使っても良いだろう。

白色でも問題ないが,薄い灰色のものが小昆虫を識別 しやすく最も機能的に思える。

吸血昆虫忌避剤・虫さされ薬

特に夏場,樹林内で採集をする時には極力持参することを勧める。長時間の探索,採集には,
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腰に取 り付けるタイプの野外作業用の蚊取り線香を用いている.ス プレー式や塗布式の忌避剤は

簡便ではあるが,汗をかくと流れやすく,長時間の採集や調査には不適である.

・目的によって,の こぎり, ドライバー,ビニール袋,プラスチックケース,ルーペ,野帳,マ

ジック,軍手,剪定ばさみ。ものさし, ビニールテープ,筆記具,カ メラ等の携帯 .

のこぎりは枯れ枝等に営巣する種の採集に用いられる.ドライバーは,樹皮下の昆虫を探 し出

す時に樹皮をはがすために用いる。定ばさみは比較的小さい竹や枝を割る時,あ るいは土中の根

を切 り除く時に便利である.ビニール袋やプラスチックケースは,生かしたまま昆虫を持ち帰る

時に用いる.長時間プラスチックケースに入れておくと,蒸れて死にやすくなるため,プラスチ

ックケースの一部に窓を空け,そ こに網をかけ,蒸れないように工夫したものも作れる。ビニー

図 4 採集用具の例 ア リ採集を目的とした場合に準備する用具一式,採集や調査の目的によつては捕虫

網は含まれない。用具の下の自色の敷布はビニールシー トでこれも調査用の道具である.

「 T と

1

事
‐

B

5 D

図 5.吸虫管.A,簡易吸虫管 ;B,両 口式吸虫管 ;C,片 口式吸虫管,D,生体持ち帰り用吸虫管 (管の長さ

20cm).a,サ ンプル管 (中 に 80%ア ルコールが入つている);bj毒 ビン(毒管).

図 6,電動式吸虫管 電池式の卓上クリーナーを改良したもの,右半分が卓上クリーナーの本体 .

ルテープは,ア リやハチの営巣場所等をマークしてお く時や ,ト ラップ (わな)を仕掛けた際に ト

ラップの位置を示すために用いる。箸にあらか じめ赤色 ビユールテープを旗状に添付 したものを
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準備 しておいても良い。特にベイ トトラップや ピットホール トラップを設置した場所に,同時に

これを立て,設置場所が分るようにしておくためも便利に使える。

修

各種採集方法

1)灯火採集 (ラ イ トトラッフう

灯火に飛来するさまざまな昆虫類の採集を目的とする。居住区域では,灯火のある場所を回る

だけでも多くの昆虫を採集することが出来るが,光源のない場所では,携帯用の蛍光灯と白色シ

ー トを持参して採集することができる。ガを採集する場合,毒ツボを用い,毒ツボ内で死んだ個

体を次々と三角紙に移しつつ採集を行う。毒管は体の固い甲虫用と,柔 らかいカゲロウ,カ ワゲ

ラ等用とに使い分ける。温度や湿度,天候等の気象条件によつて異なるが,通常 21時から 22

時頃に昆虫の飛来数がピークとなる。

2)水生昆虫類の採集

捕虫網の代わりに水網を準備する。外枠や網の部分が丈夫に作 られており,水生昆虫を採集す

るのに都合がよい。水草ごとすくい取ると,目 視できなかった水生昆虫が多く入る。魚用のたも

網は網目が荒すぎて昆虫の採集には不適である。流れのある川では,水網を下流側に置き,その

すぐ上流れ,川底の石を起こすと,カ ゲロウ,カ ワグラ, トビケラ, トンボの幼虫等さまざまな

昆虫が網に入る。

3)土壌中の昆虫類の採集

土壊中に生息し活動する昆虫類を効率良く採集できる最も簡便な採集方法は,ふ るいとトレイ

を用いて落葉土層をふるう「土壌ふるい法」であろう。また,ツルグレン装置やウインクラーサ

ンクを用いると,なかなか採集できない微少な珍しい種類を抽出することができる。

・土壊ふるい法 (ざるふるい法)

ざるのようなふるいと白色あるいは淡色の トレイを用いて落葉土層をふるい,林床に棲んでい

る昆虫を採集する。道具としては簡単なものであるが,非常に採集効率が良い。

・ツルグレン装置・ウインクラーサック

林床性及び土中性の種の採集に有効で,希少種の採集効率も良い.特にウインクラーサックは

大きな荷物とならず,現地の調査中に実施できる機動性を持つている。落葉層を中に入れ,壁に

かけておき,昆虫が下に落ちるのを待つ .
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図 7 ウインクラーサック リターシフ ト(a)を用いて,葉や枝を取り除いた落葉土成分をウインクラー

サック(b)に 入れる.ウインクラーサックは壁等に品るしておき,土壌動物の落下を待つ,図 8.簡 易

ビーティングネット ニ折式捕虫網の枠を利用して作成する。図 9.ツルグレン装置.上から光を当

て,その光と熱で土壌動物を抽出する.温水に装置を入れて土壌動物を抽出する方式のものはベルレ

ーゼ装置と呼ぶ .

4)ト ラップ (わな)に よる採集法

・ベイ トトラップ

餌を置き,それに昆虫を誘き寄せて採集する方法.地上の トラップを置く場合,餌としては ,

液体食を主要な餌源 としている種を引き寄せるためのハチミツや,肉食性種を引き寄せることを

狙つたノーセージやツすが良く用いられる。スイカの皮やモモ,リ ンゴの皮を草むらや林内に設

置する方法もある。樹林で良く用いられるものとして,ペ ット容器を木の幹に巻き付け,中 に餌

を入れて昆虫を集めると効率が良い。特に容器を用いない簡便な方法として,樹幹に蜂蜜を塗る

糖蜜採集法がある。ハチ類の採集のために,砂糖水を灌木に吹き付けて飛来を待つ方法や,灼熱

の熱帯域では,水を徹いてチョウの飛来を待つ採集方法等もあり,いろいろと工夫が出来る採集

法である。

・バタフライ トラップ

チョウ採集を目的としたベイ トトラップである。薄い布で外面を覆い,下端にチョウの入 り口

を作つておく.容器の中にバナナやパイナップルを置き,これにつられて飛来 したチョウを採集

する方法である。チョウは容易に トラップの中に入るが,外へはなかなか出られない .

・落とし穴 トラップ (ピ ットホール トラップ)

コップ等の容器を,地表面すれすれまで埋め込み,そ こに落ち込んだ昆虫を採集する方法.地

表面で活動する昆虫の採集を目的とする.落 とし穴に落ち込んだ昆虫は,容器の壁が滑るため上

へ這い上がれないことを利用している。通常はベイ トトラップとの組み合わせで,容器の中に肉

(腐肉採集法)を入れたり,酢やアルコール,カルピス等の液体誘因物質を入れたりして効率的に

987
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昆虫類を集める。大型の洗面器を埋め込み,中 にベイトの入つた容器を置いてみるのも良い。容

器は通常翌日に回収に回るが,野犬や野ネズミに荒らされるものが少なくないのが弱点である。

また,夜に雨が降る可能性がある場合,紙皿等に串を刺し,雨除けとして容器の上に設置するこ

ともある.

・歩行 トラップ

地表活動個体を採集する トランプである。例えば四方に登 り口を作り,地表活動個体がここか

ら中に入るようにしてある.ト ラップの中には捕虫器があり,こ こで捕獲される。

10

12

図 10.土壊ふるい用のざるとトレイ.落葉層をざるでふるい,昆虫他の土壌動物を トレイに落下させる

図 11.落 とし穴 トラップ(ピ ットホール トラップ).図 12.歩行 トラップ.

・倒木 トラップ

薪置き場は多くの昆虫類が集まる,好最終地点である。樹林内で,あ らかじめ倒木を一カ所に

集め,そ こに集まる昆虫を採集する方法である.倒本を自宅に持ち帰 り,そ こから羽化する昆虫

を採集する方法もある。

好蟻性昆虫を効率よく採集するためのものとして,植木鉢 トラップがある。アリの巣口に素焼

きの植木鉢をひつくり返 しにして置くだけのものであるが,これによつて巣中の好蟻性昆虫が植

木鉢の中に上がり,通常の方法ではなかなか採れない珍 しい種が容易に採集できる。
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・マレーズ トラップ

飛翔中の昆虫が,壁等の障害物に当たると上方へ上がる性質を利用したテント型の捕虫トラッ

プである.長期間設置したままにでき,大量の昆虫類の採集が可能 .

・衝突板 トラップ (FIT)

プラスチック板 (透明ビニールシー トでも可)を立てておき,それに当たつた昆虫が下に落ち ,

捕獲される トラップ.板の下には防腐剤 (ホルマ リンかエチレングリコールが簡便)を加えたパ

ットを置いておく。マレーズ トラップも衝突板 トラップも,昆虫の飛翔を利用 した広義のインタ

ーセプ トトラップである。

・羽化 トラップ (エマージェンス トラップ)

布やブジキ板等でピラミッド型の本体を作り,こ れを地表に設置し,土中から羽化して出て来

た個体を捕獲する。本体に頂上に補虫器をつける。

雅 V 日υ
l

図 13 マレーズトラップ.障害物に当たつた飛翔昆虫は,写真では左方に上がって行く.左端の上部に

捕虫器が設置されている。図 14.黄色水盤 トラップ(イ エローパントラップ).膜翅目,双翅目,半翅

目等の飛翔昆虫が水盤に落ち込む ,

・黄色水盤 トラップ (イ エローパン トラップ)

黄色の平たい容器に水を張つただけの単純なものであるが,様々な昆虫がその中に落ち込む。

容器に張つた水には中性洗剤を僅かに入れる。数 日間放置する場合は,さ らに防腐剤 (ホルマ リ

ンかエテレングリコールで良い)を力日えておく。母巣を飛び立ったア リの有翅メスやオス個体も

採集できる。
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《上級編》(特殊環境に棲む昆虫類の採集)

昆虫は地球のさまざまな環境に見られる。極端な環境を挙げれば,油 田の中や,と マラヤの標

高 5000mを超える山岳氷河,年間を雪と氷で覆われた南極にも昆虫が生′自、している。このよう

な過酷な環境に棲む昆虫類の姿は鮮烈である。生物学的には,昆虫が環境に良く適応 して生活 し

ていることを理解するのに,これ らは最適な例となる。これ らの昆虫に出会 うためには,その環

境へ行かなければならない。もちろん,特殊な環境へ向か うことから,高い技術と知識,強革刃な

体力を身に着けるための修練が必要にもなつてくる。

・洞窟の昆虫

特に石灰岩地帯に見られる鍾乳洞を中心とした洞窟内では,暗黒,多湿で温度変化の少ない環

境にある。湿度はほぼ 100%,温度は日較差,年較差ともに小さい。暗黒の環境にあることから

光合成を行 う植物は不在であり,よ って草食性動物も不在である。にもかかわらず,洞窟内には

目のない トビムシやゴミムシ,ヤスデなどが生虐、してお り,しばしば洞窟 とつながっている地下

水には,日 のないゲンゴロウ等が見られる.こ のような洞窟の中へ向か うためには,岩壁登攀の

技術が必要である。

近年,こ れ らの洞窟性昆虫は洞窟の中のみで暮らしているのではなく,本来上中の深い場所を

生活の場としている生物であることが判明している。そのために,洞窟に行かなくとも,高い切

り通 しの一番下の部分を掘 り取ることで,運が良ければこれ らの昆虫類を採集できることが分つ

て来た。

・高山の昆虫

温度要因の制約が強くかかる厳 しい環境にある。ヒマラヤの 5000m地点の氷河上にも翅を欠く

ヒョウガユスリカ等が生息している。これ らの昆虫では 0℃付近でも体内の酵素が最も良く働 く

ようになつている。一般に高山性の昆虫類は年間で特定の時期に限つて活動し,成長が可能な状

況にある.調査のためには積雪期を含む登山技術の他,岩壁登攀技術が必要である.

・極地の昆虫

南極 と北極では地理的な相違が見られる。南極は大陸で,かつ他の陸地とは隔絶されているが ,

北極では生態系が連続的で,シベ リアのタイガ林から寒さに強いコケや地衣植物が見られるツン

ドラ,そ して雪と氷の極地となる。

南極では高等植物は 2種のみが知られ,大陸の周辺部分に地衣,コ ケ類がパ ッチ状に見られる

のみである。そのような植生下に 40種ほどの トビムシ類やダニ類が見られる.南極の トビムシ

は-70℃でも生き残ることが知られている。昆虫類では,翅を完全に退化させたナンキョクユ

スリカー種のみが知られている。これはプリザー ドが吹き荒れる厳 しい環境下で,生活圏から吹

き飛ばされないためのものであろう。他に,ペンギンやアザラシに寄生するシラミ類が数十種類
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知 られている.南極にせよ北極にせよ,知識 と耐寒訓練,サバイバル技術の修得が必須の環境で

ある。

・砂漠の昆虫

年間降水量が少なく,非常に乾燥 した環境にある。また,日 較差が大きく昼間は暑く,夜は冷

え込む生物にとつて過酷な環境にある。砂漠は大陸内部に発達 し,上壌環境から砂質砂漠や岩石

砂漠等に区分される。動物も植物も乾燥に対する道応様式を持つており,昆虫類では水分を集め

る溝を上翅に持つなど効果的に水分を入手する形態を持つものがある。温度条件から,砂漠の昆

虫の活動時間は早朝と夕方,あるいは夜に限られる.砂漠への探査で,単独行はあり得ない.1

台がタイヤを溝には取られた場合,単独での脱出は不可能で,調査用車両は 2台以上でチームを

組んで行われる。

―

図 15,16.砂漠地帯での調査.

図 17.洞窟での調査.入り口では,ザイルや簡易はしごを使つて洞窟内へ降下する。図 18.岩壁登挙の訓

練.岩壁登攀技術は山岳での調査の他に,洞窟での調査や無人島等の困難な島嶼での調査の際に必要

となる.図 19 積雪期の高山帯での調査 .

・熱帯雨林の昆虫

熱帯や亜熱帯では樹上性の昆虫を採集するために,岩壁登攀用具を用いて木に登 り,採集を試
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みる方法がある。樹上には多くの昆虫が棲んでおり,地上部と樹上部での種の割合はおよそ 1:2

であると言われる。しかし,これまでの多くの調査は,熱帯多雨林の地上部で行われており,樹

冠を含む樹上部の昆虫相はあまり調べられずに残された状態にある。熱帯・亜熱帯に多く見られ

るオオタニワタリ等の,樹木の高い場所に付着して生育する着生植物の根元にも独特の動物群集

が形成され,そ このみで得られる昆虫類も少なくない.地上部から馬力のある機械を使い燻蒸剤

を噴き上げて,樹冠の昆虫を地上に落として採集する(フ ォギング法)研究者もいる.

図 20,21.熱帯多雨林での調査.熱帯多雨林は,高木が数十mの高さとなり,樹本部分の階層構造が発達

する。樹木に取り着くつる植物や着生植物が非常に多い。
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み  .

標本作製法

持ち帰つた採集品は基本的に乾燥標本とする。ただし,研究によつては大量の個体で保管する

必要が生じ,証拠標本や後の研究に役立てるためにも,液浸標本で保管する必要もある。基本的

には大型の個体は,採集個体を一本の昆虫針に留め,採集データラベルを添付する。小型個体の

場合,台紙に採集個体を貼 り,その台紙を昆虫針に留め,採集データラベルを添付する.採集デ

ータラベルは小さいほど,後の作業の際に扱いやすくて良い .

とヽ

標本作製用具

・展翅板

チョウ,ガ,ハチ, トンボ,バ ッタ,ク サカゲロウ等の翅を広げた状態の標本を作製するため

の板である。腹部が入る中央の溝は大きさが異なる何タイプかがあり,体の大きさに合つたもの

を使 う。発泡スチロール板を使つて自作もできる。広げた翅を押さえるために展翅テープ,留め

針とともに使 う。

・展足板 (乾燥板 )

甲虫,カ メムシ,開翅をしないセミ, トンボ,バ ッタ等の脚や触角をそろえ,乾燥させる時に

使 う。市販のものは,長方形の箱型の台の上にコルク板が貼つてあるが,発泡ステロールで自作

しても良い。

・昆虫針

長さ40 mmの さびにくいステンレス製の針で,太さに数種類がある(図 22,左).頭部のある

有頭針とない無頭針があるが,無頭針はけがをしやすく,有頭針の使用を勧める。昆虫の大きさ

に合わせて針の太さを選んで使 う。100本で 300円 程度 .

。三角台紙・ 四角台紙

厚手の紙を小さく切つたもの。体のイヽ さな昆虫をのりで台紙に貼 りつけ,台紙に昆虫針を刺 し

て使 う(図 22,中 )。 名刺やはがき程度の厚紙で,自作することができる。標本の貼付に使 うのり

は,一般には水溶性の木工用ボンドが良い(長期の標本保存を考えた場合,にかわで接着するこ

とが最良ではある).

。平均台

虫体や台紙,データラベルを針に刺す時に高さをそろえるために使 う(図 22,右).通常 3段

と4段のものがあり,それぞれ 8段階,4段階の所で標本個体や標本台紙の高さを揃えることが

できる。
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その他の道具

まち針 (留め針), ピンセット,柄つき針,脱脂綿,解剖ばさみ等

図 22.左から毘虫針,昆虫針に取りつけた台紙,平均台.昆虫針は左から00号 ,2号,4号,5号 と呼ば

れ,針の太さを表す。台紙に用いる昆虫針は太い 4号か 5号針が良い.

図 23.ダブルピン.昆虫針を2本使つて作成する二重式漂本用のもの。細い方の針を微針と呼ぶ.微針の

上に昆虫の体を刺し込んで標本とする。

A.乾燥標本の作成

以下に,一般的な標本作製の要領を示す。標本は,後に写真撮影がなされたり,必要によつて

は走査電子顕微鏡が使用される場合もあるので,標本に付着するごみやよごれは事前に取り除い

ておく。大型甲虫等で汚れがひどい場合,熱湯に浸して汚れを取り除いた方が良い。

三。大型個体

卜1.展翅板を使い開翅標本にする場合

以下にチョウやガの開翅標本の作製手順を示す。

1)翅や体の大きさに応 じた太さの昆虫針を背面の中央から垂直に刺す。

2)昆虫針の 1/3の長さが,体の上に残るように虫体の位置を調整する。

3)体に合つたサイズの展翅板を選び,昆虫針が前後左右から見て展翅板の板と直角となるよう

にする。

4)展翅板よりやや長めの細いテープを溝に沿つて両側に置き,左右の翅をそろえて留め針で留

める。

5)先に右か左の一方の翅を整える。テープの下方を手で押さえ,も う一方の手に留め針を持ち,

その留め針で前翅の太い翅脈をひつかけて,前翅の後縁が溝と直角以上になるように引き上

げて行 く(鱗粉が取れ,傷 とならないないように慎重に作業する).

6)も う一方の翅も同様に引き上げて行き,左右の翅が対象となるように整える。

ど

・
・
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7)後 ろ翅を整え,テープでしっかりと留める。

8)外側に出ている翅の部分を幅の広いテープで覆い、留め針で留める。

9)留め針を使つて触角や腹部の形を整える。触角は先端までが直線状となるように留め針で留

めるとより美しい標本となる。腹部が下がらないように,腹部の下には脱脂綿を丸めて置く.

10)標本データを記入 したラベルを標本のそばに留めておく.

11)一週間以上置き,完全に乾燥 したら留め針と展翅テープを外 し,標本を取り外す。触角を留

めている留め針を外す際には,触角を折らないように特に注意 して取 り外す。

ハチ,ト ンボ,バ ンタ,セ ミ,ナナフシ,カ マキリ,カ ゲロウ,シ リアゲムシ,ク サカゲロウ,

ヘビトンボ,ト ビケラ等の翅を広げた状態の標本を作製する場合,鱗粉で覆われているチョウや

ガと異なり,翅を展翅板に広げる際に,翅に留め針による傷が付きにくく,作業がやり易いが
,

触角の長いものは触角を整え,さ らに脚を左右対称となるように整える必要がある。

図 24-27.展翅板での展翅状況.24チ ョウ.25:ト ンボ,26:バンタ,27:ハチ
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図 28 展足の様子.展足板として発泡スチロールを用いている。図29 展足されたゴミムシダマシ類の標

本.

12.展足板 (乾燥板)を使 う場合

大型甲虫類,半翅類,開翅しないハチ, トンボ,バ ッタ,ナナフシ,カ マキリ等の標本 .

1)昆虫針を体に刺 し,虫体がコルク板に着くまで展足板に深く刺 しこむ .

2)留め針で触角や脚を整えて乾燥させる。脚の付節がまっすぐに伸び,先端の爪が上方を向く

ように留め針で整えると美 しい標本となる.触角も直線状となるように留め針で整える。ト

ンボの横刺し標本の場合,翅が開かないように,テープで留める。

3)標本データを記入 したラベルを標本のそばに留めておく.

4)十分に乾燥したら,留め針を外し,標本を取り出す .

2.小型個体

虫体に針を刺せない小型の昆虫は,三角台紙あるいは四角台紙に貼 りつけ,その台紙に昆虫針

を通 して標本とする。同一場所で同一種が多く採集された場合,1本の昆虫針に 2-4枚の台紙を

刺す場合もある。ハチやアリ等の研究目的の標本では,胸部側面の状態を調べやすくするために ,

あえて脚を下方に伸ばす標本を作製する場合が多い。目的によつて適切な標本を作製する必要が

ある。

1)採集品を,腹面を上にして台の上に乗せ,留め針や柄つき針, ピンセットを使い触角や脚を

伸ばす。採集 してすぐに作業を行 うよりも,多少時間が経ち,死後硬直が解けたタイミング

の時が最も作業しやすい。

2)針を刺 した台紙の先端にノリを着け,これを上下に反転させ,虫体の胸部に貼 りつける,ノ

ジは多く着け過ぎないように注意する。

3)標本によつては,触角や脚を台紙に着いた状態で再度整形する。
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4)標本データラベルを付ける

その他,小型の昆虫用として,長短 2本の昆虫針を用いて作成する二重式標本もある。使用す

る短い針は,微針 と呼ばれる取り分け細い針である(図 23).二重式標本とすると,標本の腹側

の観察も容易となる。
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図 30,31 台紙を用いて作成されたハムシ類の標本

3.特別な処置が必要な昆虫

甲虫類では,大型のものでもそのまま乾燥させることができる。しかし, トンボ,バ ッタ,コ

オロギ,キ リギリス,カ マキリ類では,内臓が腐敗 しやすく,そのため標本作成時に内臓の取 り

出しが必要となって来る。さらに, トンボ類では,腹部が折れやすいため,標本作成時に体の支

えとなる植物の茎を体内に挿入することが必要である。

・ トンボ類

イ トトンボを除くトンボ類では,採集 してすぐに殺すと色がひどく変わつてしまうため、一晩

三角紙に入れたままにして,脱糞させる。その後,胸部腹面から腹部をハサミで切 り開いて内臓

を取 り出す。トンボの内臓は死後,直ちに腐敗が始まるため,その前に取 り出す。取り出した後 ,

腹部が折れないようにイネ科植物の乾燥させた茎を体内に挿入する。この茎は頭部から腹部末端

まで支えるようにする。茎の一方を斜めに切り,そ こを頭部に刺 しこむと良い。その後に開翅標

本,あ るいは横刺し標本として整える。イネ科植物の茎は,イ トトンボ用からヤンマ用まで太さ

の異なるものをあらかじめ乾燥させて用意しておく,

・バッタ・ コオロギ・ キリギリス,カ マキリ

これ らの昆虫では,死後内臓の腐敗が始まるため,その前に内臓 (消化管)を取 り出しておく必

要がある。バンタ °コオロギでは,頭部と胸部の境 目の背面を切 り開き,そ こからピンセットを

挿入 して消化器官を取り出すことができる。カマキリの場合,腹部を腹面からハサミで切り開き

消化管を取 り出す。バッタ・コオロギでもこの方法で消化管を取 り出しても良い。内臓を取り出
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した後,腹部に脱脂綿を入れて腹部の形を整える.他に,腹部にホルマリンを注射 して腐敗を抑

える方法もある。
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図 32 トンボ類の標本.開翅標本と横刺し標本が含まれている。図 33 バッタ類の標本

4.標本データラベル

標本に添付するデータラベルは,無 くてはならない重要なものである。これのない標本は学術

標本とはみなせない。せっかく採集 し,標本としたものであるから,将来に渡つて参照可能な科

学的価値のあるものにしておきたい。最低限の必須となる情報は,採集場所と採集年月日である。
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図 34 データラベルの例 図 35 三角台紙を用いた乾燥標本 2枚の標本データラベルの他,水色の同定

ラベルが貼付されている。図 36.大型個体の乾燥標本

データラベルは,三角台紙と同様になるべく小さく作成する。そのため普通に市販されている

ラベルの 2/3か ら 1/2程度の幅ものが良い。海外の研究者へ標本が渡る事も多いので,国内で採

集 したものであっても,採集地に国名までを記 しておく方が良いであろう。また,標本には生態

情報,標高,位置情報 (CPSデータ)等 を盛 り込んだ補助ラベルを添えることも多い。データラベ

ルを針に刺す時には,書いた文宇が針でつぶれないように注意 したい。しばしば訪れる採集地や ,
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大規模な調査を行な う時の分や補助ラベル等は予め印刷 しておくと方が良い。種名が分かつた場

合,同定ラベルも添付しておくと良い。また,標本台帳を準備 している場合,標本番号も添付す

る。

B.乾燥標本以外の標本作製

液浸標本の作成

乾燥標本になりにくい,シロアリ,アブラムシ(ア リマキ)やカイガラムシ,体の柔らかい幼虫

等は液浸標本として保管する。また,多くの個体が得られた場合も液浸標本とする時がある。液

浸標本保存用のふたがしっかりと閉まる管に,通常 80%程度のエチルアルコールを入れ保管す

る。イツプロピルアルコールあるいはプロピレングリコールでも構わない,脊椎動物の液浸標本

に使われるホルマ リンは虫体を固くさせ,色を脱色させるので好ましくない.採集データ (鉛筆

書き不可,時間が経つと読めなくなる;製図用インクで記入)を サンプルごとに忘れずに入れる。

持ち帰つた標本を,液浸で保存用の小 さいクダ管に入れ,それをさらに大きな瓶に入れる二重

瓶式標本にして保存 しても良く,こ の方がむしろ余計なスペースを取らなくて良い。99%アルコ

ールで保存 した方が後に取 り出して乾燥標本にする際に,脚や体が良く動かせ,後 に標本から

DNAを 取 り出すことも可能なので,よ り好ましいと言 う見解もある。液浸標本は退色し易いので ,

必ず暗所に保存し,必要な時以外には光にさらさないようにする.

プレパラー ト標本の作成

研究目的によつては,プ レパラー ト標本を作製する。体長 1■lmも ないようなとり分け小型の

昆虫や,体の柔らかいアブラムシ等はこの方式で保管される。さらに,触角や脚等の微細な構造

を調べる場合も,プレパラート標本にする。組織標本を作成する場合は固定,脱水,染色等の処

理が必要となるが,交尾器や口器,脚等を標本とする時は,通常,軟化,脱色を行い封入する。

圧平されると具合の悪いものには,浅いホールスライ ドグラスを用いると良い.プレパラー トに

は,どの標本個体のものであるのか対応できるようにデータラベルを貼付しておく。簡便な方法

として,封入剤のユーパラルとマウント用小型カバーグラスを使い,針刺しプレパラー ト標本と

する手法がある。
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図 37 液浸標本 図 38.二重瓶式標本_図 39,ユ ニットボックスを用いて整理された標本箱 図40 プ

レパラー ト標本

標本の保管

昆虫標本は,そのままにしておいてはカビが生え,虫に食われてしまう。必ず標本箱の中にい

れて保管する。標本箱の中には防虫剤 としてパラゾールを入れておき,一年に一回新 しいものと

入れ替えるようにする(以前はナフタリンが良く用いられたが,発癌性があることが分かり,勧

められない).標本箱は日の当たらない湿度の低い場所に保管する。標本が多くなつて来た場合 ,

小型の標本小箱 (ユニットボックス)に種,あるいは属や科単位で並べ,その標本小箱を大型標本

箱の中に配置して保管する方が,移動や整理の際に圧倒的に便利である.博物館での研究用昆虫

標本は,お よそこの方式で保管されている.

人によっては,標本台帳を作製 している.所蔵 している種や標本情報がすぐに分かるようにす

るためである。その場合は標本に標本番号(ID‐ code;例 えば MttHY‐ 0001)を添付 し,標本台帳

の項目は標本番号で対応するようにしておく。乾燥標本 と液浸標本の 2系列,さ らにはプレパラ

ー ト標本の 3系列の標本がある場合,標本番号により対応関係が分かるようにすることができ

る。以前は台帳,ま たはカー ドを用いて登録・整理 していたが,今 日ではデータベースソフ トを

用いてパノコンで管理するのが一般的であろう。

醤巫 鶴
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図41 標本箱に収められた トリバネアゲハ類の標本.(ワ シントン条約に抵触しない標本である)

検鏡

乾燥標本の小型の種は,ルーペか双眼実体顕微鏡で観察する。多くの個体は 10倍から40倍

程度で観察することができる。双眼実体顕微鏡で観察する際は,小型標本支持台 (Insect holder)

を用いると便利である。この支持台は直交する二つの回転軸をもつが,支持台そのものを回転す

43

図42 双眼実体顕微鏡.図 43.小型標本支持台
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ることと併せ,双眼実体顕微鏡下で短時間に虫体を必要な方向に固定できる.こ のため乾燥標本

は,支持台で検鏡 し易いように三角台紙や標本ラベル等のサイズを考えて作製する必要がある。

また,そ のことが標本収納のスペースを節約 し,標本取 り扱い中の破損の防止にもなる.プレパ

ラー ト標本は通常の光学顕微鏡を用いて観察を行 う。

同定依頼

研究成果を発表する等の正確な名前を知る必要がある時に,専門家に標本を送って調べてもら

うことができる。ただし,研究者は,本来の業務や研究により,多忙を極めている場合が普通で

ある。そのような中で,研究者に同定作業に時間を裂いてもらう訳であるから,標本の点検や発

送時の手間を極力かけさせないことが最低限のマナーと判断している(青木,2005,2011,寺山

他,2014).

1)同定依頼文の発信

研究目的や標本の量,標本の状態,同定期限,さ らにどのような方法で調査を行つたか,どの

ような発表を考えているかも含めて,書面で依頼を行なう(最初のコンタク トが電子メールであ

つても構わないが,正式な依頼文として書面を出すべきである).特に研究者にとつては,研究

目的は重要であり,その目的によつて同定時間を裂く,裂かないを決める人も多い。博物館等の

公共機関が教育目的により,標本の種の確定を求めるケースも少なくない .

同定者の同意が得られれば,標本を発送する。標本は返送を求めないことが基本であるが,事

情があり,標本の返却を希望する場合は,事前に申し述べ,了承を得ておく必要がある。

2)標本送付の留意点

1.標本は,あ らかじめ同一種,あるいは近似種と思われるものをまとめる程度の整理を事前に

行い,それを送る事 .

2.データラベルのついた完全な標本を送る事.脱脂綿の上に採集個体を並べ,それを簡易的に

紙で包んだもの (`た とう紙'の 中に押し込んだままの標本)や,仮に標本となつていても事前の整

理が全くなされておらず,名前の分からないlttl体 を標本箱の中に言吉め込んだものは拒絶 される可

能性が高い。ただし,事前の説明を受け,同定者が同意した場合は,正式な標本の状態になって

いなくとも同定を引き受ける場合も少なくない .

3.標本送付の際に,同定者が同定結果を書き込めば良いように,あ らかじめ記入用の用紙を準

備,同封すること,た とえば,標本や分類された種ごとに番号や記号をつけ,その番号や記号を

記入用の用紙に書き込んでおくこと.

4.標本の返却を求めない事。分類研究者は,時間は何よりも貴重で,標本返却の手間さえ惜 し

い人が多い。基本的に標本は譲渡 し,切手と宛名を書いた返信用の封筒と同定結果を記入する用

紙を同封すべきである。事前の了解が得 られていれば,電子メールのや り取 りで同定結果を受け

取ることも可能である。
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ただし,何 らかの事情により,標本の返送を希望する場合は,前述のとお り同定依頼文の中で

理由を述べて頼んで見ると良い。

通常は同一種と思われる個体を手元に置き,さ らに一部を同定用に送付するが,一個体のみが

送付されて来た場合,同定に困難が伴 う場合がある。生物には必ず変異があり,一個体のみの標

本を点検しなければならない場合,それが,ある種の個体変異や地理的変異の範疇なのか,あ る

いは別種なのか判定不能となる場合がある.貴重な標本に,正 しい分類学的位置づけがなされる

ためにも,可能な範囲で複数個体を送付されることを勧める。
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2.六脚上綱と昆虫綱の系統

2.1六脚上綱の系統

従来昆虫類は,多足類と姉妹群関係にあると長い問言われて来た。分類体系も,鋏角亜門,多

足亜門,甲殻亜門,六脚亜門の 4亜 目を並列させる体系が長く採 られて来た (表 辺.1,1)。 しかし

近年の見解では,昆虫綱は汎甲殻亜門 Pancrustaceaに 位置づけられ,アル トクラスタケア節

Alt()crustaceaの アロトリオカリダ上綱 Auotrttaridaに位置づけられるようになつて来た(表

2.1.匁

Pchμttac
I'tヽ pヽatopsidae

hぬⅢdいda
Ammothematヽ
Endets
CcIos、 crldcis

umulus
Caninostorpitis

Mastgoprol■us
My、ねlo,■o「pha(:

Buthidae

PЮ ttroiulus

Narc(,us

Sphaeroむ iettdae

鍬 辮
致m時中rella

mropleona
Prっ仙確
Canipodeidae
Mem観佳hdBe
Machttidae

有爪動物

緩ム動物

ウミグモ類

うす(角類

多足類

六y,類 十

甲殻類

餅

※
節足動物 距

いＯｐ山。呻螂い̈『］̈呻 離ヽ

弾』帥弾呻］婉蝉中呻蝉
唾

ねｄ

］̈］］』蜘恥呻

饂 監i∞

“舜

愈

図

'.1,1.節
足動物の系統樹の例.8遺伝子座の塩基配列(13S rDNA,28S rDNA,Histone H3,Sman

nuclear rRNA U2,Elongation Factor lα ,RNApolymerasc II,Cytochrome c o述dase I,16s rDNAl

に形態学的情報を加えたデータによって解析されたもの。ここでは,ウ ミグモ類が節足動物の最基部

で分枝している(近年の系統解析では,ウ ミグモ類は,カ プ トガニ類,ク モ類と姉妹群関係となり,鉄

角類を構成する結果が一般的である)。 (Gl五bet et al.,2001を もとに作両 .
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2.1.1,節足動物内の高次系統

近年,六脚類は甲殻類の一群から出現 した可能性が複数の分子系統解析の結果から強く示唆さ

れてお り,姉妹群が鯉脚綱 Brachiopoda,カ シラエビ綱 Cephalocarida,あ るいはカシラエビ綱

十ムカデエビ綱 Remねeida,ム カデエビ綱 Remゃeidaと なる仮説等が次々と提唱されている。

そのため,六脚類と甲殻類をひとまとめにした 「汎甲殻類」Pancrustaceaの名称も提唱されて

いる(Zrzavy&Sけ S,1997)。 さらに現在,甲殻類の単系統性に疑問が投げかけられてお り,分類

体系が大きく変わりつつある状況にある。ただし,汎甲殻類内の系統関係も複数の仮説が提唱さ

れており(例えば Carape■ et al,2007,Ma■ att&Girbet,2006,Nard et al.,2003),安 定した

系統関係を示す段階には至っていない.仮に,Regttr et al.(2010),Gと おet et al,(2019),

Lozano‐ Fernandez et al(2019)等 の分子系統仮説に厳密に準拠 した分類体系を採れば,従来の

分類体系は大きく変更され,おおよそ表 2.1.2‐ の体系となる。

表 2.1.1=従来の節足動物門内の綱レベルまでの高次分類体系の例(Zhang,(2011)に 準拠).イ監石群を除く,

分類群 :  Ftt  PLyl■ lin・ ヨこFヨ Subphylun   上綱 SuperclasG       tt Class

節足動物Ftt Arthropoda

,英角亜門 Chelicerata

多足亜Ftt Myriapoda

甲殻亜門 Crustacea

ウミグモ上網 PyCnOgo五 da

カプ トガニ上綱 メ■hosllrida

クモ上綱 Cryptopneusdda

ムカデ上綱 OpiSthogoneata

ヤスデ上綱 PrOgOneata

ウミグモ綱 PyCnOgo五 da

カブ トガニ (剣尾)綱 XiphOsllra

クモ (昧形)1倒 AracヽL述la

ムカデ (唇脚)綱 Chlopoda

コムカデ (結合)綱 SympLyla

エダヒゲムシ (少脚)綱 PauFOpOda

ヤスデ (倍脚〉綱 Dゎ lopoda

貝虫綱 Ostracoda

嚢,頁イ欄 ThylacOcephala

エビ (軟 甲)綱 Malacostraca

アゴアシ (顎脚)綱 Ma適■Opoda

ミジンコ (漁思脚)綱 Branchopoda

ムカデエ ビ網 Re前peida

カシラエ ビ綱 Cephalocarida
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六脚亜FB Hexapoda

側昆虫綱 Parahsec伍

コムシ綱 Entognaha

昆虫綱 Insecta(外 顎細 Ectognatta)

表

「

Regier et al.(2010),Oakley et al.(2013),Giribet et al.(2019),と ozanofernandez et

al.(2019)の分子系統解析に準拠した節足動物門の分類仮説.

分類詳 :円 Phylum  亜円 Subphyhm  tt Clade  上細 Superclass  tt Class

節足動物円Arthropoda

鋏角亜門 CheLcera伍

ウミグモ上綱 PyCユ■ogonida

ウミグモ綱 PycnOgottda

カプ トガニ上綱 】頚hosurida

カプ トガニ (剣尾)網 】的hosura

クモ上組 Cryptopneustida

クモ (妹形)綱 AracL五 la

伏 顎類 Mandbdata)

多足亜円Myttapoda

ムカデ上綱 Opisthogoneata

ムカデ (唇脚)綱 Chlopoda

ヤスデ上綱 PrOgonea協

コムカデ (結合)綱 Symphyla

ェダヒゲムシ (少脚)網 PaurOpoda

ヤスデ (倍脚)綱 Dねlopoda

汎甲殻亜門 Pancrustacea

貧甲節 Oligosttacea

貝虫網 Ostra∞ da

イクチオストラカ綱 Ichtyostraca

アル トクラスタケア節 Altocrustacea

多甲殻上綱 Muldcrastacea

エビ (軟 甲)綱 Mala∞ straca

カイアシ (ギ ョウ脚)帝日 Copepoda

輪甲雷岡 The∞straca
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アロトリオカリダ上綱 Allotriocarida

カシラエ ビ綱 Cephalocarida

ミジンコ (緯脚)綱 Branchopoda

ムカデエ ビ綱 Re趙peida

(六脚亜上綱 Hexapoda)*

側昆虫綱 Parnineec伍

コムシ綱 Entognatha

昆虫綱 hsec協 (外顎綱 Ectognaha)

暫定的な措置

揉簸

↓
Ч
ゃ

3

54

図2.1.2.鋏角亜門 Chelicerataク モ上綱 Anachinidaの 動物.1,2,ク モ(真正クモ)目 Araneが 3,ダニ

目 Ac五;4,サ ン)目 Scorpionesi 5,カ ニムシロ Psecdoscorpionida;6,ウ デムシロ Amblypyga

図2_1.3.多足亜門Myriapodaの 動物.1,ムカデ (唇脚)綱 Chdopodが 2,ヤスデ (倍脚)綱 Diplopoda
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汎甲殻類は,貧甲類 OLgostraca,真 甲殻類 Wbrた RえStaCea,奇 甲殻類 M予acrustaceaに 大別

す る体系が採 られていたが,近年 さらに,貧 甲類 OLgostracaと アル トクラスタケア類

Altocrustaceaに 大別 し,アル トクラスタケア類を多甲殻類 Multicmstaceaと アロ トリオカジ

ダ類 A■Otriocaridaに区分する体系となっている(Oakley at al.,2013)。 そして,六脚類はアロ

トリオカリダ類から派生したとされる。Regier et al。 (2010)は ,ムカシエビ+カ シラエビが六脚

類の姉妹群となるとする説を提唱し(図 2.1.4).Giribet et al,(2019)では,奇甲殻類あるいはア

ロ トリオカリダ類内の系統を(カ シラエビ綱+(鯉脚綱■(ム カデエビ綱十六脚類)))と し,ムカデエビ

類が六脚類の姉妹群とみなしている(図 2.1.5).ム カデエビ類 Renipeida十 六脚類 Hexapodaの

系統群に Lablocaridaの名称が用いられている。

六脚類 Hexapoda

ムカデエビ類 離 mゃcida

ミジシヨ(偲脚)類 TlranchiopOda

カシラエビ類 CcPhalocarida

貝虫類 OstracOda

多足類 MyriapOda

欽角類 CLelミ∝rata

図 2.1.4!六脚類の系統仮説(1).ム カシエビ+カ シラエビが六脚類の姉妹群となるとする説(Retter et al.,

2010).20世 紀初頭以降,長期に渡つて多足類が六脚類の姉妹群とみなされて来たが,現在この見解

は否定されている。

六膳Ftt IIcxapoda

ムカデェビ類 Rて,罰中eida

カシラエビ類 Cophalocarida

ミジンコ(a呂脚)類 I,ranchl()pOda

エビ(軟甲)編 MalacOstraca

アゴ7シ (頭脚)綱 Maxillopoda

貝虫類 OstracOda

多足類 MynapOda

飲角類 Cholicerata

図2.1.5ユ 六脚類の系統仮説 (2).(Girおet et al,2019を 参照.多足類の系統的位置は Man血bulata説 を採

用).
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2.1.2六脚類の系統と昆虫綱の日間の系統

Misof et al.(2014)は ,タ ンパク質をコー ドしている 1478個 の遺伝子座の配列による系統解

析を行い,六脚類の目間の系統関係を明らかにした。これを越えたデータ量での高次系統解析は

しばらく出ないものと思われる。本書では Misof et Л。(20141の 分子系統解析の結果(図 2.1.3)

に準拠 して系統関係を示す.従来の"昆 虫類"は ,表 2.1.1に 示された節足動物門の六脚亜門

Hexapodaであり,表 2.1.2における汎甲殻類のアロトリオカリダ上綱に位置づけられる"六脚亜

上綱"と なる。六脚類の起源は 4億 8千万年前のオル ドビス紀初期にまで遡 り,昆虫綱の起源は

4億 5千万年前(オル ドビス紀),翅の起源は 406億年以前(デボン紀初期以前)と なる。
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図 2.1.6.六 脚類の系統仮説と高次分類体系 A,古典的な高次分類体系.B“吼 近年の系統仮説と分類体系

(B,Kユistensen,1991,C,Wheeler,ct al.,2001,WLsof et al,2014;D,Gunan&cranston,2004;

E,KJe4 2004;R Gr辻 nard&Engel,2005).異論が多いのは,取 り分けコムシロの系統的位置に異

論が多かつたことによる.仮説 Dでは内顎イ岡が学系統でないことを主張している。(寺山,2009よ り).

古くは,今 日の側昆虫綱,コ ムシ綱を含めて"昆 虫綱"と みなし,成虫になっても翅を生じない

側昆虫類,コ ムシ類,イ シノミロ,シ ミロを一括して無翅亜綱と呼び,それ以外の昆虫類を有翅

亜綱と呼んだ。しかし,今 日の系統分類の理解では,無翅亜綱は側系統群として分類単位 として

採用せず,従来の “昆虫綱"を分割 して,側昆虫綱,コ ムシ綱,昆虫綱あるいは内顎綱と言つた

分類体系が提唱されて来た。これ らの間の系統関係 も幾つもの仮説が提唱されて来たが(図

2.1,6.),Misof et al.(2014)で は(((カ マアシロ+ト ビムシロ)+コ ムシロ)+昆 虫綱)が示された。よ

って,カ マアシムシロProturaと トビムシロCOuemb。laを側昆虫綱 Class Parahs∝ taと して

位置づけ,コ ムシロDゎuluraを コムシ綱 Class Entognathaに 位置づけ,昆虫綱 Class lnsecta

を加えて 3綱を置く分類体系となる.以下に,側昆虫綱とコムシ綱の各 国の概要を示す。カマ

アシムシロ,ト ビムシロ,コ ムシロは土壊動物として林床で優勢なグループであり,土壌中に多

くの種と個体が生息する。昆虫綱を含む六脚類全体は 2011年段階で 1,023,559種の現生種が記

FE
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新生代中 生 代古 生 代

載されてお り(Zhang(ed),2011)。 現在土(2021年 )108万種以上が知られている。

地質時代

5 4 3 2 0 年代 (億年前)

鉄角療

多足類

甲餃類

カマアンムシロ (目昆虫相)

トビムシロ (偶毘虫綱)

コムシロ (コ ムシ編)

イシノミロ

シミロ

トンボロ

カゲロウロ

ジュズヒゲムシロ

ハサミムシロ

カワゲラロ

バッタロ

カカトアルキロ

ガロアムシロ

シロアリモ ドキロ

ナナフシロ

カマキリロ

ゴキブリロ

カメムシロ

7ザ ミウマロ

カジリムンロ

ハチロ

ラクダムンロ
ヘピトンボロ

アミメカゲロウロ

ネジレバネロ
コウチュウロ

トビケラロ
チヨウロ
ノミロ

シリアゲムシロ
ハエロ

図8,1.7ふ Misof et al.(2014)に よる昆虫類のロレベルでの高次系統仮説.

れ
増廂ケャ   ャ

12.113,側 昆虫綱 Parainsecta

カマアシムシロ Protura

世界に約 800種が記載されており,体長 lmm程度の小型の種.約 300種は 1属 1種として

記載されている。六脚類の中では例外的に触角を欠き,ま た眼も久く。眼の位置には,偽眼と呼

ばれる化学束ll激の受容器官があり,よ く眼と間違われる。腹部は 12節からなり,第 1‐3節の腹

板に腹脚と呼ばれる付属肢がある。幼虫の腹節数は 9節であるが,次第に腹節数を増やして行

き,成虫になると 12節に増える.これを増節変態と呼んでいる。菌根を栄養源としている。暖

帯や温帯の林床では l nf当 たり100から数千個体が得られる。
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トビムシロ Oollembola

世界に約 7,000種が見られ,体長 1‐3 mmの種が多い。最大種でも体長 10 mm程度となる。

複眼はないが,1‐8個の個眼を持つ.触角は通常短く,4節が基本型であるが,よ り多くの節か

らなる触角を持つグループもある。腹部は通常 6節から成り,第 1節の下部に粘管があり,第

3節下部には 1対の保体がある。さらに第4節に眺躍器(叉状突起)を持ち,良 く飛び跳ねる。粘

管は粘液を出して他物に付着するためのもので,保体は跳躍器を留めておくための装置である。

落葉上層に多く見られ,樹上で得られる種もある。さらに洞窟,氷河,極地と言つた特種環境に

も見られる。30‐ 50回の脱皮を行う。暖帯や温帯の林床では 1■f当 たり4万から10万個体が得

られる。トビムシ類には水生昆虫起源説があつたが,近年の系統樹への形質配置により, トビム

シの好湿性は二次的形質かつ同型現象と判断され,現在は否定されている。従来, トビムシロと

されていたものを,分子系統解析の結果(Chiara et al,,201跳 Xh etal.,2020)を 背景に,近年フ

シ トビムシ ロ Arthropleona,ア ヤ トビムシ ロ EntomobりOmorpha,マ ル トビムシ ロ

Symphypleona,ミ ジントビムシロNeelipleonaの 4目 とする分類体系が採られるようになつて

来た。ここでは暫定的に従来の様式で,ト ビムシ類をトビムシロCO■enbOla l目 としておいた。

図盪 1.8.`カ マアシムシロ Protulaと トビムシロ Conembola.A:カ マアシムシロ Protula,ク シカマアシ

ムシ科 Acrentomidae,雌ppο′2θ′2ιO′″0】クsp B,C,ト ビムシロ COnembolal B;フ シ トビムシ科

Isotomidac,るοιο
“
β sp,C;マル トビムシ科 Sminthuttdac,9叩htturこどs sp

B

CA

′′
′ ｀ヽ 、、

′  、、

′   、、ヽ
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コムシロ Diptura

世界に約 800種が知られる。コムシ亜目Rhabduraと ハサミコムシ亜目Dice■urataの 2亜

目に分けられる。これらの出現は比較的古く,それぞれを独立した日とみなす見解もある。現在 ,

3上科(ナガコムシ上科 Campodeoidea,ミ ナミコムシ上科 Prttapygottea,ハサミコムシ上科

Japyg苗腱a)に 7‐ 10科を置く分類様式が一般的である。翅を欠き,眼を欠く。腹部は 10節から

なる。土や落葉層に生息する。コムシ亜日では尾角が糸状となり,植食性であるが,ハサミコム

シ亜目では腹端に強固な 1対の鋏を持ち,それを使つて トビムシ等を捕えて餌とする。土壌中

に生息する。

A

李

図 2.1.9.コ ム シロ Diplura.Aナガ ヨム シ科 Campodeidae,σβttPοどθコ spり B;ハサ ミコムシ科

」apygidae,デコど,ノXSp.

B
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こ2.2ヽ 昆虫綱の目の概要

本書では,昆虫綱に 28目 を認める分類体系を採用する。表 2.2.1に ロレベルでの高次分類体

系を示した。

1)姉妹群関係が示されたカゲロウロとトンボロを旧翅節 として位置づけた .

2)多新翅亜節に革翅系昆虫類,積翅系昆虫類,直翅系昆虫類の 3群を置き,ジユズヒゲムシロ

は革翅系昆虫類に,シロアリモ ドキロは直翅系昆虫類に位置づけた。

3)旧 シロアリロをゴキブリロに含め,シロア リ亜上科 Epyfamユy Termitoidaeと して位置づけ

た。

41ガロアムシロとカカ トアルキロは,一つの目(Notoptera)と する分類様式も見られるがlA測随

&Engel,2006),こ こではそれぞれを独立した日とみなした ,

5)Beutel et al,,(2014)や Stumpel(2005)は ,カ メムシロとせず,腹吻群(Stemorhynha),頸

吻群lAuchenorttyncha),輪 吻群(Coleollrhttcha),異 翅半翅群([IeteЮ ptera)を それぞれ独立し

た目と見なしている。ここでは,カ メムシロ的 mねtera)1目 を認める扱いとした。

6)旧 シラミロ,あるいは旧ケジラミロと旧ハジラミロをチャタテムシロに統合 し,これ らをカ

ジリムシロ (咀顎 目)と して扱った。

7)Misof et al.(2014)の 系統樹では,新生亜節の系統関係が((カ メムシロ+アザミウマロ)十 (カ ジ

リムシロ十完全変態類)と なり,カ ジリムシロが準新翅頚から外れている.しかし,カ ジジムシロ

+完全変態類の枝の支持率は,アザミウマロ+カ メムシロの枝との関係において,高い信頼度が

得られていない。そのため,系統関係の未解決部分と捉えるべき部分となることから,こ こでは

カジリムシロをそのまま従来の準新翅類に位置づけておく。

8)ラ クダムシ類ならびにヘビトンボ類をアミメカゲロウロと独立させ,ラ クダムシロならびに

ヘビトンボロとして扱つた。

9)完全変態下節には,脈翅系昆虫類,長翅系昆虫類,膜翅系昆虫類◆ チヽロのみを含む)の 3群

を置いた。

10)シ リアゲムシロは側系統群の可能性が高く,ユキシリアゲムシ亜目Boreidaeがノミロと姉

妹群関係となることが示されている(Whithg,2002,Carcraft&Donoghue,2004;巧 er et al.,

2006)。 ユキシリアゲムシ亜目+ノ ミロの系統的位置から,ノ ミロをシリアゲムシロに包含させ

る分類体系が現実的と判断するが,本報では,従来のままシリアゲムシロとノミロを独立目とし

て扱つた。
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表 2.2.1■ 昆虫綱の高次分類体系

綱 Class,亜 綱 Subclass,下 綱 L」とadass,節 SemOn,亜節 Subsecion,下 節 Lとasecion,目 群 Order group・ 目

Order

昆虫綱 Iぃ ecta(=外顎綱 Ectognatha)

単丘重綱 MonocOndyla← 単関節丘亜綱,=I日顎亜綱 Archaeognaha)

イシノミ(古到 目 Archacognatta

双丘亜綱 Di∞ndyla(=双 関節丘亜綱)

総尾下綱 Zygentoma

シミ(総尾)目 Thysanura

有翅下綱 Pterygota

l日翅節 Palacoptera

カゲロウ(蜂翰 目 Ephemeroptera, トンボ(鯖蛉)日 Odonata

新翅節 Neoptera

多新翅亜節 PolyneOptera← 直翅系昆虫類 OrthOpteromorpha)

革翅系昆虫類 Der―pterd orders

ハサミムシ(革翅)目 Dermaptera,ジ ュズヒゲムシ(絶翅ltt Zoraptera

積翅系昆虫類 Ple00pterom order←積翅上目 Plecop偽五da)

カワグラ(積翅 目 PlecOptera,

直翅系昆虫類 OrtbOpterom orders← 直翅上目OrttOp俺歳Й+網翅上目

Dycけoptera)

ゴキブジ(輩廉ltt Blattodea,カ マキジ(蟷炒ド)目 MantOdea,ナナフシ(竹節虫)日

PhasnatOdea,バ ッタ(直翅ltt Orttoptera,ガロアムシ崚 盤め 目

GrylloblattOdea,カ カ トアルキ(瞳行)目 Mantophashatodea,シ ロアジモ ドキ(紡

脚)目 Embioptera

新性亜節 Ellィnetabola←PhanoneOpteral

準新翅下節 Paraneoptera(=外翅類 Exopterygota,三 無尾角類 Acercarial

有吻系昆虫類 HemOpterott orders← 節顎上目Condylognatha)

アザミウマ(総翅)目 Thysa40ptera,カ メムシ(半翅)目 Hetttera

臨虫系昆虫類 Pso∞d orぬr(咀顎上目Pso∞dea)

カジリムシ(咀朝 日 Psocodea

完全変態下飾 Holoinetabola(=内 翅下節 Endopterygota,こ貧新翅下節 Oligoneoptera)

脈翅系昆虫類 Neuropttro■ d()rぬrs(脈翅上目 NeurOp俺敵h+鞘翅上目

ColeOptx〕 淑 a)

アミメカゲロウ鰊 翅)日 Newoptera,ヘ ビトンボ(広② 目 Megaloptera,
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ラクダムシ(略舵虫)目 Ra:【lhidioptera,コ ウチュウ(輪翅)目 ColeOptera,

ネジレバネ(撚翅)日 Strepsェ ptera

長翅系昆虫類 Mcoop俺nd orders(長 翅上目MecOptertta,=Panorpida)

ハエ(双翅)日 Dねtera,ノ ミ(隠② 目Sゃhonaptera,シ リアゲムシ(長翅l目

Mecoptera, トビケラ(毛翅)目 Trichoptera,チ ョウ(鱗翅1)目 Lepidoptera

膜翅系昆虫類 Hymenopteroid order(膜 麹上目HtteDOpte止け

ハチ(膜翅)目 Httenoptera

表+2.2.2.i各 目における種数.():Zhang(2011)に よる種教.世界のおよその所産種数と日本の種教,日

本の種数は「日本昆虫目録Q013‐ 2020)」 のものを用い,本目録で未発表の目については,次の資料を用い

た,±1:日 本昆虫総目録(1989‐ 1990),・2:日 本産 トンボ大図鑑(2005),・ 3,日 本産直翅類標準図鑑(2016)竺

パッタ・コオロギ・キ)ギ リス大図鑑(2006),・ 5:日 本の鱗翅類―系統と多様性(2011).

世界の種数

(2020)

日本の種数

分類階級 科数 属数 種数目

昆虫綱 Insecta(外 顎綱 Ectognata)

単丘亜編 MonO∞ndyla イシノミ(古働 目  (513)

双丘重綱 Di∞ndyla

総尾下綱 Zygentoma    シミ(総尾)目   (560)

有翅下綱 Pterygo協

十日翅節 Palaeoptera

カゲロウ徹裁め目   G,240)

トンボ(鯖蛉)目    (F。,899)

新す盟節 Neoptera

多新翅亜節 Polyneoptera

革翅系昆虫類 Dermapteroid orders

ハサミムシ(革翅)目  (1,7731

ジュズヒゲムシ(絶翅l日 (37)

積翅系昆虫類 Ple00ptemm order

カワゲラ(積翅)目    e,743)

直翅系昆虫類 OrthOpteroid orders

ゴキブリ(査廉)日   (7,314)

カマキリ(蟷動 目  (2,400)

1    4     14■ 1

2     6     9■ 1

2,500

5,600

2,200

45

3,500

7,600

2)400

9     4

14   85

102■ 1

186Ⅲ 2

7

0

20   30士 a

0    0

9   49    162■ 1

38   79± 3′ 6

6    18士 a

9

2
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ナナフシ(竹節虫)目  (3,0141  3,000

バンタ(直り 日    (23,855) 28,000

ガロアムシ(擬蛛n目 (341   32

カカ トアルキ(瞳行)目 (21)  21

シロアリモ ドキ(紡脚)日 (463)  400

新性亜節 Pha H oneoptera

準新翅下節 Paraneoptera

有吻系昆虫類 Ondylognathidoid oeders

アザミ!ク マ(総紛 目  (F。,864) 6,000

カメムシ(半翅)日   (103,590)101,400

臨虫系昆虫類 Psocoid order

カジツムシ(咀顎)目  (10,822)11,000

完全変態下節 Holometabola(内 翅下節,Endopterygota)

脈翅系昆虫類 Neuropteroid orders

アミメカゲロタ(脈翅)日 (5,868) 6,000

ヘビトンボ(広翅 目  13541   260

ラクダムシ(与体舵虫)日 (2541   300

コウチュウ9鱗り目  (386,500)400,000

ネジレバネ(撚Ю 目  (609) 600

長麹系昆虫類 ‖ecopteroid orders

ハエ(双翅)日     (155,4771 157,000

ノミ(隠翅)日     (2,070  2,600

シリアゲムシ(長翅)日 (757)  550

トビクラ(毛翅l目    (14,391) 14,500

チョウ(鱗鋤 日    (157,338)175,000

膜麹系昆虫類 ‖ymenopteroid order

ハチ(肘莫翅)目         (116,861) 150,000

8   29■ 3

154 445Ⅲ 4

1    12■ 3

0     0

2     3± 9

4   138   405

147  1,667  3,785

39    137  350

12   57   350

2     4   26

2     2     3

129 2,643  9,083■ 1

6   12   51

124  1,668

8   36

4     5

28  108

82  1,956

7,658

78

48

546

1

0

1

6,399± 5,7

70  1,521  6,399

合計  (1,013,825)1,082,000 725  10,361  35,550± 8

*6:旧 シロアジロを含む,*7:ガ類 6,071種 ,チ ョウ類 328種 (偶産種を含む),属数は「日本昆虫総目録

(1989)の もの チョウの上着種はおよそ 237種 (常連迷蝶を除き,ホ シミスジ類を 1種とする)と なる。*8:日

によって,偶産種や学名を伴わずに報告された未記載種の記録も含まれる。
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Ｘ^
） .昆虫類の目(Order)の 検索表

以下に昆虫綱の28目 の検索表を示す。多様な形態を示す昆虫類では,特殊化した形態を持つ

ものも多く,例外が至るところで現れる。そのため,本検索表から外れるものも存在する前提で

用いて頂きたい。成虫を対象としている.

la.発達 した翅を持つ .

・…………………………………………2

laa.翅 を持たない,あ るいは退化的な翅を持つ。 さらには,翅を持つが交尾後す ぐに翅を脱落

させ る。

・・・̈・・……Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・…・・̈・……Ⅲ…・―・23

け   !

下<成虫で翅を持つ種>>
2a.膜状の広がりのある前翅を持つ

・…………………………………………3

2aa.変形 した前翅を持つ,あ るいは前翅は硬 くな り(セ ミや コオロギ等のやや硬い翅はこちらに

入れ る),後翅を覆 う。

・…………………………………………16

3a.前翅 と後翅の 4枚の翅を持つ。後翅が小 さいものがある。

・…………………………………………4

3aa.2枚の翅を持つ.後翅は退化 して小 さな平均梶 となる.

・…………………………………………15

3aaa,2枚の翅を持つ。前翅は小 さく縮小 し,偽平均視 として存在す る (翅 を持つのはオスのみ

で,メ スは成熟 してもウジムシ型 :体長 5mm以下の小型の寄生性昆虫).

…………………………………………・ネジレバネロ Strepsわ tera

左 :メ ス成虫.中 :オス成虫.右 :寄主から頭部を覗かせるメス
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4a.翅は鱗粉で覆われている

4b。 日器は細長い管状 .

チョウロ Lepidoptera

4aa.翅は短毛で覆われている

4bb.口 器は管状とはならない .

トビケラロ 粒ichoptera

二轟

4aaa.翅は鱗粉あるいは短毛で覆われない。

4bbb。 日器は管状とはならない。

・…………………………………………5

5a.腹部末端に 2本か 3本の細い長毛(中 央の尾糸と1対の尾毛)を持つ。

5b.後翅は非常に小さい(欠 く種もある).

カゲロウロ Ephemeroptera

 ヽ    /

．． 一浅
一
　
　
ヽヽ‘＼
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士
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一
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√
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5aa.腹部後方の背面に短い管状の構造物を持つ

5bb.後 翅は極端に小さくはならない。

カメムシロ(ア プラムシ鋤 Hemiptera(▲phids)

5aaa.腹部に長毛や管状構造物を持たない(やや長い尾毛をもつものがある)。

5bbb.後翅は極端に小さくはならない。

・…………………………………………6

6a.触角は非常に短く剛毛状 .

釣 ,複限は非常に大きく発達する.

6c.腹部は棒状に細長い。

・…………………………………………トンボロ Odonata

,

6aa.触角はより長く,短い剛毛状とはならない。

6bb.複眼は極端に大きくならない。

6cc.腹部は極端な棒状とはならない。

・…………………………………………7

7a.後翅は前翅よりも幅が広い。

7b.腹端に顕著な尾毛(Cercつを持つ .

カワグラロ Plecoptera
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荘 '・

7aa.後翅 lま前翅よりも′lヽ さい .

7bb.尾毛は短いか,あるいはない。

・…………………………………………8

7aaa.後 翅と前翅はほぼ同様の大きさ。

7bbb.尾毛は短いか,あるいはない。

・…………………………………………10

8a.脚の付節は 5節からなる。

8b.メ スでは腹端に産卵輪,産卵管,刺針を持つ。

一,一・・・・…Ⅲ…Ⅲ…・・…・・・―・・……・…・・…… …・・― ハテロ Hymenoptera

気 だ

≡
≡ヽ
ヽ
一
ヽ
、

．

/ ヽ

ヽ

8aa.脚の付節は 2節か 3節からなる。

8bb.メ スの腹端に産卵管のような特殊化 した構造物はない

………………………………………・9
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9a.腹端に尾毛(Cercうはない。

9b.触角は細く糸状で,13節以上からなる

カジリムシロ PsOcodea

9aa.腹端に尾毛を持つ。

9bb.触角はじゅず状で,9節からなる。

ジュズヒグムシロ ZOraptera

10a.頭部の複眼よりも下の部分が腹面側へ顕著に長く伸び,側方から見てくちばし状となる

10b。 オスの腹端はサツジのように背方から前方へ向き,先端節は膨らむ種が多い。

………………………………………… シリアゲムシロ Mecoptera

■|=・
.  :!

C手

10aa.頭部が腹面側へ顕著に長く伸びることはない。

10bb.オ スの腹端は変形 しない。

・ … … … … … … … … … … … … … … … …
11

1la.翅には横脈がほとんどない。

l
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1lb.付節は 4節からなる。

・…………………………………………12

1laat翅には多数の横脈があり,網 目状となる。

1lbb.付節は 5節からなる。

・…………………………………………13

12a.前脚付節は変形しない。

ゴキブリロ(シロアリ鋤 Blattodea(Termites)

fみ =ギ

こ

左 :有翅新女王,中 :腹部を膨大させた巣中の女王.右 :働きシロアジ.

12aa,前脚付節は大きく膨らみ,紡績器となる.

…………………………………………………・シロアリモドキロ Embbptea

13a,前胸の長さはほぼ幅と同じ長さ,

13b.前胸は長いが前脚がカマキリのようにカマ状となる。

・………Ⅲ…………………………Ⅲ……アミメカゲロウロ Neuroptera

′

一
一一中

～

器
盛_
,
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13aa.前胸は明らかに幅よりも長さが長い。

13bb.前脚はカマ状になることはない。

・…………………………………………14

14a.頭部は卵形で,触角は長い伏 型種が多い。センブジ科 Sitteは小り .

…………………………… ……………・ヘ ビトンボロ Megaloptera

14aa.頭部は前方に突き出た長卵形,触角は短い(体長 1(hm程度).

…………………………………………・ラクダムシロ Raphi苗叩tera

15a.前翅には複数の翅脈を持つ。

15b.触角は小さく,先端節は針状のものが多い。

,… ……………………………………………ハエロ Dねtera

●

，

罠
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=け
＼ f

15aa。 前翅の翅脈は大きく退化し,Y宇型をした翅脈のみが見られる。

15bb.触角の各節は管状.

……………・カメムシロ(カ イガラムシ奏:貢 のオス)Hemゎtera(male scale insects)

一　

　

　

一

‐

ヽ

ヽ

、

、

16a.翅 は棒状で細く,翅の周囲にフリンジQing)と 呼ぶ長い毛が多く生える(チ ョウロの小型種

で,翅の後縁に長毛を生やす種が見られる).

…………………………………………・アザミウマロ ¶vsanoptera
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16aa,翅は上記とは異なる。

・…………………………………………17

17a.腹部末端に,はさみ状に発達 した硬い尾毛を持つ。

17b.翅は短く,腹部の多くの節が背面から見える。

17c後翅は 3つ折 りに折 り畳まれて,前翅の下に収納される。

・…………………………………………ハサミムシロ Dermaptera

17aa.腹部末端にはさみ状の硬い尾毛はない。

17bb.翅 は短く,腹部の多くの節が背面から見える(コ ウチュウのハネカクシ等例外が多い)。

17cc.後翅は折 り畳まれないか,2つ折 りに折 り畳まれて,前翅の下に収納される。

・…………………………………………18

18a,日 器は針状で,吸汁型 .

18b.前翅は基半部が固くなり,先半部は膜状のタイプのものと,全体的に均質でやや硬いタイ

プのものが見られる。

……………………………Ⅲ………………・カメムシロ Hemゃtera

寧

■●_… ニ

18aa,日器は左右に大あごが発達 し,咀疇型
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18bb.前翅は全体的に輪状に硬いか,やや硬い。

・…………………………………………19

19a.前翅は全体的に鞘状に硬く,翅脈はなく,静止時に左右の翅が上下に重ならない

…………………………………………・ コウチュウロ Coleptera

19aa,前翅は全体的にやや硬く,翅脈があり,静止時に左右の翅が上下に重なる

…Ⅲ…Ⅲ…・―・―・…・…・ ・・・……・―・―・…Ⅲ…・・・・―・20

20a.前翅は餌を捕獲するため,カ マ状に変形している。

…………………………………………・カマキジロ Mantodea

|■■ ,

イ

F

′生q♭ ,

20aa。 前翅はカマ状に変形 しない .

・…………………………………………21

21a.前胸は横に幅広く発達し,頭部は背方から見て前胸の下に隠れる

…………………………………………・ ゴキブジロ Blattodea
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21aa。 前胸は横に広がらない。頭部は背方から見て前胸の前に位置する。

・・・・… …Ⅲ… …Ⅲ……Ⅲ…・…Ⅲ…・―・…・…・…・・̈ ・̈22

22a,後脚が前脚,中脚よりも長く,大きく発達 し,後脚を使つて飛び跳ねることができる.

22b.胸部,腹部は棒状に細長くはならない。

・…………………………………………バンタロ Ordhoptera

|

22aa.後脚は通常大きく発達しない。後脚を使つて飛び跳ねることはしない。

22bb.胸部,腹部は棒状に細長くなる種が多い(コ ノハムシやサカダチナナフシ等では腹部が

幅広く横に広がる).

…………………………………………・ナナフシロ Phasmida

ヽ ′
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＼
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棒 t

:<<成
虫で翅を持たない′睡>>

23a,胸都と腹部の間が著しくくびれる。前方の腹節が小さく結節状となる場合もある(ア リ科)

………………………………………… ハチロ HymenOptera

23aa.胸部と腹部の間に著しいくびれはない。

・…・・・…Ⅲ…・・・・―・…・…・・―・……Ⅲ…・―・・……Ⅲ…Ⅲ24

24a.体が左右に著 しくへん平となり,発達 した後脚を持ち,よ く眺ねる。

―・―・…・…・…・…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・…・…Ⅲ…,…・……… ノミロ Sゃhonaptera

翼露竃鷺§|ま
i〒

1^

i

24aa.体が左右に著 しくへん平 とはな らない .

―・…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・―・―・―・…Ⅲ…・―・…Ⅲ…Ⅲ…・…。25

25a.体は背腹面に著 しくへん平となる。恒温動物 (鳥,ホ乳動 の体表に寄生す る。

中●●…Ⅲ……・・・・…Ⅲ…Ⅲ…・・……Ⅲ…Ⅲ…・・……・…・…・26

25aa.体は背腹面に著 しくへん平 とはな らない。

―・―・…Ⅲ…・…・…・―・…・…Ⅲ…Ⅲ…・…,…・…・・――・28

26a,腹端に顕著な尾毛を持つ .

…………………………………………・ハサミムシロ Dermaptera(ネ ズミハサミムシ及

びコウモリヤドリハサミムシ)
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1商

26a.腹端に尾毛はない。

中●…Ⅲ…●―・・・・…Ⅲ…Ⅲ…・・…・・・…,・ ……Ⅲ…・・……・27

27a.触角は短いが裸出し,触角を収める小子Lは ない。

27b.脚の付節は 2節か 3節からなる。

・………・…・ カジリムシロ(シラミ類,ハジラミ鋤 Ps(x,odea(lice and suckhg lice)

27aa.触角は小孔の中に納まり,背面からは見えない。

27bb.脚の付節は 5節からなる。

………………………・ハエロ(シ ラミバエ類,ク モバエ類)Dゃtera

(Hippoboscidac,Nycteribこ dae(Bat tty))

1 ヽ

「千11ヽ |! 1ヽ111,|

コヽfi Hiヽ 1ヽ 11い キ1,ュェ

、イキⅢll'FIヽ Ii l'III十
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28a.腹端に糸状の長い尾(中央の尾糸と2対の尾毛)が 3本ある

―・―・…・…・…・…Ⅲ…・…・…・―・―・…・・・・…・―Ⅲ…・29

28aa.腹端に 3本の糸状の長い尾はない。

●…●中●……Ⅲ…・…・・―・中●……●●・・…・・―・…Ⅲ…・・・30

29a.複眼は小さく,互いに離れる。

29b.小あごひげは 5節からなる。

ラノミロ Thysanura

29aa.複眼は大きく,頭部背面で互いに近づく。

29bb.ガ あヽごひげは 7節からなる。

イシノミロ Archeognatha
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√  、

30a.前胸は小さく,背面からは隠れて見えない。一方,後胸は大きく発達する

。………………………………………………・ハエロ Dねtera

/

30aa,上記 とは異なる.

・…………………………………………31

31a.日器は針状で,吸汁型(カ イガラムシ類では体全体が蝋状物質で覆われている)

……………………………………Ⅲ……・カメムシロ Hemわtera

31aa。 日器は左右に大あごが発達 し,咀畷型 .

―・…・―・…Ⅲ…Ⅲ…Ⅲ…・…・―・・・・・・・中●―●―|“・…'32

32a。 前翅は餌を捕獲するため,カマ状に変形している。

…………………………………………・カマキジロ Mantodea
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32aa前翅はカマ状に変形 しない。

―・… …Ⅲ…・…・…・・・・―・―・・・・・…・… …Ⅲ… ……・33

33a,前胸は横に幅広く発達し,頭部は背方から見て前胸の下に隠れる

・…………………………………………Ⅲゴキブジロ BlattOdea

33aa,前胸は横に広がらない。頭部は背方から見て前胸の前に位置する。

… …・ … ・・…・―・― ・…・―…Ⅲ…・・……Ⅲ…・・…・・,34

34a,後脚が前脚,中脚よりも長く,大きく発達 し,後脚を使つて飛び跳ねることができる

。…………………………………………バンタロ Orthoptea

一
　

一Ｈ

静

一

ヽ.`
・ :|・、

●
．

34aa.後脚は通常大きく発達 しない。後脚を使 つて飛び跳ねることは しない。

…Ⅲ…・―Ⅲ…・・"・ ……・・・・―・…Ⅲ…・―・・…Ⅲ…・……Ⅲ35
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35a.胸部,腹部は棒状に細長くなる種が多い

35aa,胸部,腹部は棒状に細長くはならない。

36a.脚付節は 5節からなる

36aa,脚付節は 4節以下からなる。

37a.H艮は′Jヽ さく, 逆yヒ的

37b.尾毛は長く糸状 .

ナナフシロ Phasmida

36

37

ガロアムシロ G呼■Oblattodea

ヤ
＼

ｔ
ｉ

38

Ｆ
・

，デ
，
ｒ
ｒ

ブ

37aa,日艮は大きく発達する。

37bb.尾毛は短い(ア フリカの砂漠地帯のみに生息する).

…………………………………………・カカ トアルキロ Mantophasmatodea

職

津 ^
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38a.触角は細く糸状で,13節以上からなる。

38b.腹端に尾毛(CercOはない。

38aa.触角は細く糸状で,13節以上からなる。

38bb.腹端に長い尾毛を持つ。

・…………………………………………9

88aaa.触角はじゅず状 .

38bbb.腹端に尾毛を持つ。

…… … … … … … … … … … … …40

39a.脚付節は 3節からなる.

カジリムシロ Ps()codea

カワグラロ Plecoptera
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39aa脚付節は 4節からなる

40a.触角は 9節からなる。

40b.脚の付節は 2節か 3節からなる

シロアリモ ドキロ Embioptera

ジュズヒゲムシロ ZOraptera
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40aa.触角は 10節以上からなる

40bb.脚の付節は 4節からなる。

|1評

.・

ゴキブジロ(シ ロアリ鋤 Blattodea(Termeites)

，

ｌ 警 ・
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